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地球環境変化に対する生態系の管理と保全	


こんな問題に取り組んでいます	


　近年の気候変動や人間活動の影響の増大に伴い、環境変化に
対する生物や生態系の応答は一段と不確実性を増しています。
そのような応答を予測し、生態系の機能およびサービスを持続的

に利用していくことは決して容易ではありません。私は、景観生態
学および群集生態学の手法を用い、生態系の理解に基づく生態

系の管理や保全に関する研究を行っています。	


　例えば、モンゴルの乾燥・半乾燥草原における研究では、家畜
の放牧によって生態系の状態が急激に変化し、また放牧によっ
て植物群集における種数が一定以下になると急速に生態系機能

（生態系内の相互作用による物質の生産・分解・循環を基本とす
るプロセス）が失われることなどが明らかとなってきました。	


　生態系の持続的な利用と生態系の機能およびサービスの維持
を相補的に達成するための生態系管理を実践に導くことができま
す。今後も、さまざまな生態系を対象として、生態系および人間

社会双方の持続可能性を模索するための科学的基盤を確立して
いきたいと考えています。 
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こんなことがわかってきました	


研究の成果はこんな分野に活かされます	


（研究図版など）	
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家畜放牧による土地利用が優占
するモンゴルの草原 

放牧による生態系の状態の 
急激な変化	
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図1．放牧による植物群集組成 
　　　の急激な変化 
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植物群集に含まれる種数 
図2．種数の減少に伴う生態系　　 
　　　の機能の劇的な変化 


